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表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（シルバーセーフティ・ドライブビング
コンテスト）   ２

 　（春期歩こう会）   ２～３
 　（第1回高齢者学級）   ３～４
 　（郡シ連グラウンドゴルフ予選会）
　　　　　　　　　　   ４～５
● 地区クラブ紹介   ６
● クラブ活動紹介   ６～７
● 会員のひろば   ７～９
● 医療施設等紹介   １０
● 会員訃報・編集後記   １１
● スナップでみる活動   １２
 　（春期歩こう会・第１回高齢者学級・
 　郡シ連グラウンドゴルフ予選会）

頁

鳥　名：ホウアカ

撮影地：大分県九重町

ホオジロの仲間ですが、名前のとおり頬の部分が

赤色しているのが特徴です。県内ではあまり見かけ

ませんが、阿蘇や九重等の草原では比較的見かける

鳥です。

この写真は九重登山で有名な長者原のタデ原で撮

影したものです。ハンカイソウ（キク科）の花にと

まったところを狙いました。

（写真・文＝上杉）

第２８０号
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
沈

静
化
傾
向
に
あ
る
中
、
若
杉
ク
ラ
ブ
は
令

和
4
年
度
を
迎
え
諸
行
事
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
前
号
以
降
の
行
事

を
、
順
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

旅
石
豊
寿
会
会
長　

渡
辺　

一
征

4
月
12
日
（
水
）、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
中
、「
粕
屋
地
区
シ
ル
バ
ー
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト（
高

齢
者
安
全
運
転
競
技
会
）」
が
、
粕
屋
地

区
の
63
名
が
参
加
し
て
「
ア
イ
ル
モ
ー

タ
ー
ス
ク
ー
ル
博
多
の
森
」
で
行
わ
れ
、

個
人
戦
と
町
別
団
体
戦
を
競
い
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
出
場
当
番
の
旅
石
豊
寿
会

は
、
江
見
由
美
子
副
会
長
を
引
率
者
と

し
、
石
橋
國
廣
、
河
辺
賢
二
、三
角
弘
、

渡
辺
一
征
の
4
名
が
競
技
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
開
会
式
で
は
、
粕
屋
警
察
署
交
通

管
理
官
、
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
会

長
、
ア
イ
ル
自
動
車
学
校
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
中
で
「
高
齢
者
の
事
故
の
大
半

が
交
差
点
で
の
安
全
確
認
ミ
ス
が
原
因
で

あ
る
。
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
す

る
こ
と
。」
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
15
問
の
〇
×
式
の
学
科
テ
ス

ト
か
ら
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
頃
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
い
ざ
テ
ス
ト
と

な
る
と
、「
あ
れ
っ
！
」
と
迷
う
も
の
で
す
。

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務

は
？
三
歳
未
満
の
子
ど
も
は
定
員
に
な
る

の
か
？
信
号
の
な
い
交
差
点
で
は
左
か
ら

来
る
車
が
優
先
か
？
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
走

行
し
て
い
る
と
大
型
車
の
方
が
速
く
感
じ

る
？
等
々
で
し
た
。（
皆
さ
ん
は
〇
で
す

か
、
×
で
す
か
。
試
し
て
み
て
下
さ
い
）

テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
、
次
は
、
持
ち
点

百
点
か
ら
の
減
点
方
式
の
乗
車
走
行
試
験

で
す
。
安
全
確
認
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
坂

道
停
車
と
発
進
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
車
庫
入

れ
、
踏
切
で
の
一
旦
停
止
安
全
確
認
、
35

キ
ロ
走
行
、
カ
ー
ブ
で
の
鉄
板
踏
み
、
左

折
時
の
巻
き
込
み
注
意
等
々
。
ま
た
、
試

験
の
合
間
に
は
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
の

Ｖ
Ｒ
仮
想
現
実
に
よ
る
飲
酒
運
転
体
験
や

夜
間
走
行
体
験
等
も
あ
り
、
飲
酒
運
転
が

い
か
に
危
険
な
犯
罪
行
為
で
あ
る
か
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
自
動
ブ

レ
ー
キ
車
運
転
体
験
も
あ
り
貴
重
な
体
験

も
し
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
成
績
発
表
が
あ
り
旅
石

豊
寿
会
は
団
体
準
優
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

優
勝
は
新
宮
町
、三
位
は
志
免
町
で
し
た
。

近
年
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
が
原
因
の
死

亡
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
今
年
五
月
よ

り
道
路
交
通
法
の
改
正
で
、
過
去
三
年
間

に
違
反
歴
の
あ
る
75
歳
以
上
の
人
は
、
高

齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
に
加
え
運
転

技
能
検
査
（
実
車
試
験
）
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
！
高
齢
者
の
私

達
が
安
全
運
転
マ
ナ
ー
の
模
範
を
示
し
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
向
け
元
気
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。「
安
全
確
認
よ
し
！
」

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長　

今
泉　

敏
英

4
月
17
日
（
日
）、
須
恵
町
無
形
民
俗

文
化
財
の
守
母
神
社
が
あ
る
昭
和
の
森
公

園
を
目
的
地
と
し
て
春
期
歩
こ
う
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
絶
好
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
単

位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
は
約
180
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
3
年
振
り
の
制
限
な

し
（
但
し
飲
酒
は
自
粛
し
ま
し
た
）
の
歩

こ
う
会
で
す
。
福
岡
県
森
林
浴
100
選
に
選

ば
れ
た
新
緑
の
中
、
昼
食
を
囲
み
な
が
ら

仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
次
頁
に
続
く
）

春
期
歩
こ
う
会
を
開
催

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
準
優
勝

左が頂いた表彰状、 右が出場者の皆さんです

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介
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こ
の
日
は
守
母
神
社
大
祭
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
一
般
の
方
々
が
参

拝
し
「
育
児
、
身
宮
安
泰
」
を
祈
願
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
守
母
神
社
大
祭
に

参
拝
さ
れ
た
平
松
須
恵
町
長
、
稲
永
副
町

長
、
猪
俣
教
育
長
、
松
山
町
議
会
議
長
か

ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
平
松
町
長
は
挨

拶
後
に
参
加
者
と
親
し
く
懇
談
さ
れ
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
身
近
に
町
長
と
話
す
こ

と
が
で
き
て
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、若
杉
ク
ラ
ブ（
以
下
本
会
）

の
歩
こ
う
会
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
本
会
保
存
の
「
広
報

誌
老
倶
だ
よ
り　

第
三
十
一
号
（
昭
和

五
十
五
年
八
月
発
行
）」
の
連
合
会
だ
よ

り
に
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
歩
く
会
を
六
月
十
五
日
に
行
う
。コ
ー

ス
は
、
健
康
広
場
を
9
時
30
分
に
出
発
、

さ
さ
や
き
の
小
径
遊
歩
道
を
通
り
、
美
術

館
参
観
、若
水
壮
に
て
昼
食
。ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
周
囲
草
刈
り
整
理
、
参
加
者
百
三
十

余
名
、
四
キ
ロ
以
上
歩
く
。」

現
在
は
、
歩
こ
う
会
と
称
し
て
い
ま
す

が
、
本
会
で
は
「
高
齢
者
学
級
（
老
倶
た

よ
り
第
三
十
六
号
昭
和
五
十
六
年
七
月
一

日
発
行
に
開
講
式
開
催
の
記
事
が
あ
り
ま

す
）」
と
共
に
、「
健
康
づ
く
り
と
教
養
向

上
」
と
い
う
先
輩
の
信
条
を
引
き
継
い
で

い
る
事
業
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

本
会
の
「
継
続
は
力
な
り
」
を
誇
る
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

教
養
部
会
長　

渡
辺　

一
征

演
題
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
で
み
え
て

　
　
　
き
た
こ
と
」

（
講
師
）　
須
恵
町
長
　
平
松
　
秀
一
　
様

令
和
4
年
度
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
高

齢
者
学
級
が
、
初
夏
の
風
薫
る
な
か
234
名

の
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
開
講
式
を
行
い
、
合
屋

浩
寿
会
長
が
「
高
齢
者
学
級
開
催
の
目
的

は
、
皆
さ
ん
が
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
応
援
す
る
講
座
で
あ
る
」
こ
と
、

ま
た
、「
歩
こ
う
会
」
と
共
に
先
輩
の
意

志
を
引
き
継
い
で
い
る
事
業
で
あ
り
、
今

後
も
充
実
し
て
い
き
た
い
と
、
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
は
、
冒
頭
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
に
関
し
、「
隣
国
で
あ
る
ロ

シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
な
ど
の
脅
威
、
北

方
領
土
や
尖
閣
諸
島
等
の
問
題
を
抱
え
る

日
本
に
と
っ
て
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
で

は
な
い
こ
と
」、
ま
た
、
若
杉
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
は
「
コ
ロ
ナ
に
臆
す
る
こ
と
な

く
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
り
元
気
で

大
い
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
下
さ
い
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
も
触

れ
ら
れ
な
が
ら
、
国
を
守
り
、
国
民
を
守

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
ど
の
様
な
準
備
や
対
処
が

必
要
か
を
、
町
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力

強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
左
は
講
演
さ
れ
る
平
松
町
長
）

（
次
頁
に
続
く
）

第一回
高
齢
者
学
級
開
催

飛び入りで挨拶される平松町長

上が 「歩く会」 の記事、 左が

老倶たより第31号の表紙写真。

セピア色で昔がしのばれます。
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（
講
演
の
要
約
そ
の
一
）

令
和
2
年
2
月
22
日
、
福
岡
県
で
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
が
確
認
さ
れ
た
。
中
国

武
漢
が
コ
ロ
ナ
発
症
源
と
い
わ
れ
る
、
当

初
は
世
界
中
が
対
岸
の
火
事
の
如
し
で

あ
っ
た
。
何
で
こ
ん
な
に
速
く
世
界
中
に

広
ま
っ
た
の
か
？
今
や
世
界
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
（
社
会
的
・
経
済
的
に
国
や
地
域
を

超
え
て
そ
の
結
び
つ
き
深
ま
る
こ
と
）
さ

れ
、観
光
客
も
世
界
中
か
ら
や
っ
て
来
る
。

病
気
や
ウ
イ
ル
ス
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ

れ
蔓
延
す
る
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
二
）

コ
ロ
ナ
等
だ
け
で
な
く
自
然
災
害
や
外

国
か
ら
の
侵
犯
等
に
対
し
て
も
平
時
か
ら

の
準
備
、
将
来
に
対
す
る
危
機
管
理
が
大

事
で
あ
る
。
病
原
菌
等
の
防
疫
対
策
と
し

て
は
、
戦
前
の
日
本
で
は
、
軍
部
や
警
察

が
そ
れ
を
行
使
し
て
い
た
が
、
現
在
は
厚

労
省
が
管
轄
し
緩
や
か
な
統
制
と
い
え
る
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
三
）

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
た
東
京
五
輪
も
無

事
に
終
わ
り
、
日
本
が
元
気
に
戻
る
な

か
、
菅
総
理
大
臣
が
突
然
辞
職
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の
政
権
交
代
だ
っ
た
。

（
講
演
の
要
約
そ
の
四
）

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
国
産
化
の
遅
れ
は
？

欧
州
な
ど
は
陸
続
き
で
病
気
の
蔓
延
が
速

い
、
日
頃
か
ら
危
機
感
を
持
っ
て
備
え
を

し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
不
足
の
中
、
国
や

県
、
粕
屋
郡
各
町
と
も
協
力
し
て
コ
ロ
ナ

対
策
を
実
施
し
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
で
き
た
。

（
講
演
を
聴
講
し
て
の
所
感
）

町
民
の
皆
様
の
命
を
守
る
と
共
に
こ
の

素
晴
ら
し
い
須
恵
町
を
よ
り
発
展
さ
せ
た

い
と
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
熱
意
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
い
お
話
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
は
ケ
ー
ブ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
福
岡
の
取
材
が
入
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
中
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
人
も
い
て
、
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長　

今
泉　

敏
英

～
郡
シ
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
大
会
予
選
会
に
思
う
～

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
以
下
Ｇ
Ｇ
）
に

と
っ
て
は
降
ら
ず
照
ら
ず
の
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
、
総
勢
百
三
十
名
の
郡
シ
連
Ｇ

Ｇ
大
会
予
選
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

健
康
推
進
部
会
長
を
兼
務
し
て
お
る
私
の

善
行
（
？
）
の
お
陰
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。（
笑
い
）

今
年
は
、
例
年
と
違
っ
て
、
日
頃
一
緒

に
さ
れ
て
い
る
仲
間
の
方
と
プ
レ
ー
出
来

る
よ
う
に
、
組
み
合
わ
せ
作
成
担
当
の
執

行
部
川
上
会
計
が
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。
実

際
は
、
メ
ン
バ
ー
を
組
む
の
に
い
つ
も
頭

を
悩
ま
し
て
お
ら
れ
た
の
を
簡
素
化
さ
れ

た
よ
う
で
す
が
・
・
・
。
皆
さ
ん
は
ど
う

思
わ
れ
ま
し
た
か
。
ご
意
見
を
伺
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
ら
次
回
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
回
予
選
会
出
場
者
の
最
高
齢
は
、
大

島
原
若
翔
会
の
米
岡
節
子
さ
ん
で
94
歳
、

ま
だ
ま
だ
元
気
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
小
生
と
は
丁
度
20
歳
違
い
で
す
。
見

習
い
た
い
も
の
で
す
。
私
も
Ｇ
Ｇ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
私
に
命
が
あ

る
か
ど
う
か
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
あ
と

10
年
は
元
気
に
プ
レ
ー
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
84
歳
で
す
ね
。
父
が
89
歳
、
母
が

97
歳
、
さ
て
息
子
は
？

健
康
推
進
部
会
員
は
、
裏
方
に
徹
す
る

た
め
、
プ
レ
ー
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
の
で
、

プ
レ
ー
が
始
ま
る
と
終
了
す
る
ま
で
暇
で

す
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
す
と
、
無
念

（
次
頁
に
続
く
）

ザ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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夢
想
の
境
地
に
入
り
、
不
覚
に
も
、
つ
い

う
と
う
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
回
か

ら
は
、
プ
レ
ー
に
参
加
し
て
、
優
勝
を
目

指
そ
う
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
競
技
カ
ー
ド
集
計

に
手
間
取
り
、
閉
会
式
ま
で
時
間
を
要
し

た
こ
と
や
成
績
が
事
前
に
漏
れ
て
し
ま
っ

た
の
が
原
因
で
、
閉
会
式
前
に
帰
ら
れ
た

選
手
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
次

の
二
つ
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
競
技
カ
ー
ド
集
計
か
ら
順

位
決
定
時
間
の
短
縮
で
す
。
今
年
は
若
杉

Ｇ
Ｇ
部
山
口
晋
一
部
長
他
の
経
験
豊
な
ベ

テ
ラ
ン
に
お
願
い
し
、
例
年
よ
り
大
幅
に

短
縮
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
掲
示
成
績

表
作
成
場
所
は
、
関
係
者
以
外
は
立
ち
入

り
禁
止
と
し
、
そ
の
上
関
係
者
に
か
ん
口

令
を
敷
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
功
を
奏

し
た
の
か
、
殆
ど
の
選
手
の
方
が
最
後
ま

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
物
事
の
始
め
と
最
後

は
け
じ
め
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

ま
あ
、
大
し
た
事
故
も
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
無
事
に
終
わ
っ
た
の
は
、
皆
様
の
ご

協
力
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

郡
大
会
に
参
加
さ
れ
る
十
五
人
の
選
手

の
皆
様
は
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
上
位

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。ち
な
み
に
昨
年
は
、個
人
戦
で
一
位
、

二
位
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
ケ
ー
ブ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
福
岡
の
取
材
が
入
り
ま
し
た
が
、
選

手
の
皆
さ
ん
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

の
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

我
が
若
杉
ク
ラ
ブ
の
行
事
が
こ
の
よ
う

に
Ｔ
Ｖ
で
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
若
杉
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
ま
し
ょ
う
。
Ｔ
Ｖ
に
写
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
よ
！

■
予
選
会
成
績
（
上
位
二
十
位
）

　

数
字
は
総
打
数
、
総
打
数
が
同
じ
の
場

合
は
2
打
数
が
多
い
方
が
上
位
、
2
打
数

同
数
の
場
合
は
年
齢
が
上
の
方
が
上
位
で

す
。
（　
　

）
は
行
政
区
名
。

一　

位　

小
山
田
茂　

74
（
上
須
恵
）

二　

位　

祝
シ
ゲ
江　

78
（
上
須
恵
）

三　

位　

小
山
田
鐵
臣　

80
（
佐　

谷
）

四　

位　

添
田
泰
子　

81
（
須　

恵
）

五　

位　

庄
野
恭
弘　

81
（
一
番
田
）

六　

位　

宮
本
早
人　

82
（
須　

恵
）

七　

位　

百
田
富
子　

82
（
佐　

谷
）

八　

位　

中
山
千
鶴
代　

85
（
須　

恵
）

九　

位　

高
宮
政
信　

85
（
一
番
田
）

十　

位　

勝
田
和
昭　

85
（
新　

原
）

十
一
位　

三
角
ア
ヤ
ノ　

85
（
旅　

石
）

十
二
位　

藤
木
正
利　

86
（
乙
植
木
）

十
三
位　

山
口
晋
一　

87
（
須　

恵
）

十
四
位　

穴
井
富
士
夫　

87
（
一
番
田
）

十
五
位　

広
瀬
勝
利　

87
（
新　

原
）

十
六
位　

石
沢　

進　

87
（
須　

恵
）

十
七
位　

今
村
友
房　

88
（
大
島
原
）

十
八
位　

槙　

紘
之　

88
（
乙
植
木
）

十
九
位　

堀
内
節
生　

88
（
一
番
田
）

二
十
位　

澤
江
愽
志　

89
（
新　

原
）

　

な
お
、
四
位
の
添
田
泰
子
さ
ん
、
五
位

の
庄
野
恭
弘
さ
ん
、
六
位
の
宮
本
早
人
さ

ん
、
九
位
の
高
宮
政
信
さ
ん
、
十
四
位
の

穴
井
富
士
夫
さ
ん
、
十
五
位
の
広
瀬
勝
利

さ
ん
、
二
十
位
の
澤
江
愽
志
さ
ん
が
、
郡

シ
連
Ｇ
Ｇ
大
会
の
出
場
を
辞
退
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
十
六
位
の
石
沢
進
さ
ん
、
十
七

位
の
今
村
友
房
さ
ん
、
十
八
位
の
槙
紘
之

さ
ん
、
十
九
位
の
堀
内
節
生
さ
ん
、
一
番

田
の
合
屋
吉
広
さ
ん
、
城
山
の
豊
田
妙
子

さ
ん
が
代
わ
り
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

開会式で間隔を保って

準備体操を行う参加者

粕屋郡須恵町大字旅石５８−３
０９２−６０９−９６６６



− ６ −

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
会
長

福
島　

直
美

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
、
昭
和

63
年
4
月
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
上
須
恵

区
に
属
し
て
い
た
南
米
里
地
区
が
南　

米

里
区
と
な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
上
須
恵
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が

南
米
里
区
の
誕
生
に
伴
い
独
立
し
ま
し

た
。若

杉
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
誌
「
若
杉
ク

ラ
ブ
50
年
の
歩
み
」
の
歴
代
役
員
名
簿
に

よ
る
と
、
初
代
会
長
は
松
田
猛
氏
で
私
は

8
代
目
の
会
長
と
な
り
ま
す
。　

現
在
の

会
員
は
、
男
性
18
名
、
女
性
27
名
で
す
。

取
り
組
ん
で
い
る
行
事
は
、
毎
月
開
催

の
、
定
例
会
・
地
域
奉
仕
活
動
・
資
源
回

収
活
動
で
す
。
そ
の
他
、
年
2
回
開
催
す

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
、
春
と
秋
の
旅
行

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
南
米
里
区
が
年
間

6
回
開
催
す
る
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
は
、
毎
月
第
2
水
曜
日
に
行
い

ま
す
が
、
弁
当
代
と
し
て
400
円
を
徴
収
し

ま
す
。
皆
様
が
集
合
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
、

そ
し
て
若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
の
報
告
事
項
な

ど
行
い
そ
の
後
に
昼
食
で
す
。
昼
食
が
済

む
と
カ
ラ
オ
ケ
、
麻
雀
な
ど
を
楽
し
み
ま

す
。
定
例
会
の
終
了
時
間
は
午
後
3
時
30

分
と
し
て
い
ま
す
。

春
と
秋
の
旅
行
は
、
春
は
日
帰
り
、
秋

は
一
泊
旅
行
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
年

前
か
ら
秋
も
日
帰
り
と
変
更
し
ま
し
た
。

秋
の
旅
行
は
今
年
の
1
月
に
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
、目
的
地
も
「
魚
グ
ル
メ
三
昧
」

と
決
め
て
い
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
た
め
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
残
念
で
す
。
日
帰
り
旅
行
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
こ
の
二
年
間
は
実
施
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
の
制
限
が
段
階
的

に
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
が

と
ら
れ
て
い
る
施
設
や
観
光
バ
ス
を
利

用
、
参
加
者
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
マ
ス
ク

着
用
、
検
温
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
講
じ

て
、
今
年
は
是
非
皆
さ
ん
を
日
帰
り
旅
行

に
案
内
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室　

代
表

一
番
田
恵
比
寿
会　

渡
辺　

柾
明

早
い
も
の
で
私
は
会
社
を
定
年
退
職
し

て
20
年
を
超
え
ま
し
た
。
退
職
後
し
ば
ら

く
し
て
一
番
田
恵
比
寿
会
に
お
世
話
に
な

り
5
年
ほ
ど
前
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
あ
る

こ
と
を
知
り
す
ぐ
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

は
っ
き
り
憶
え
て
い
ま
せ
ん
が
4
、5
年

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　

教
室
で
は
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
1
年
サ
イ
ク
ル
で

繰
り
返
し
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
考
え
て

み
れ
ば
同
じ
こ
と
を
4
、5
回
繰
り
返
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
気
持
ち
は
新

鮮
で
す
。
な
ぜ
か
皆
さ
ん
に
は
よ
く
お

わ
か
り
で
し
ょ
う
。
年
寄
り
の
性
（
さ

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
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が
）
で
、
1
年
経
て
ば
ま
た
新
鮮
な
の
で

す
。
習
っ
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
が
蒸
発
し

て
い
る
の
で
す
。

最
近
で
は
ス
マ
ホ
の
勉
強
も
加
わ
り
大

変
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ス

マ
ホ
は
使
い
こ
な
せ
て
い
ま
す
か
？
文
字

が
小
さ
い
の
が
年
寄
り
に
は
難
点
で
す
が

勉
強
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
大
変
役
に
立

ち
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

入
会
を
お
勧
め
し
ま
す
。

私
た
ち
は
Ｉ
Ｔ
化
（
情
報
技
術
と
言
わ

れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
す
る
技
術
の
全
体
を
指
す
言
葉
。
手

書
き
の
資
料
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
と
い
っ
た
ア

ナ
ロ
グ
作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力

し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
と
い
う
よ
う

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
指
し
ま
す
）
の
世
の
中
に

生
き
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
機
器
は
便
利
だ
け
で
な
く
生
活
に

入
り
込
み
、
こ
れ
な
し
で
は
世
の
中
に
取

り
残
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
今
の
パ
ソ
コ
ン

は
50
年
前
の
大
型
計
算
機
1
台
の
能
力
に

匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
否
応
な
し
に
そ
の
よ
う
な
世
界
に
生
き

て
い
る
の
で
す
。「
家
」
の
よ
う
な
大
き

な
昔
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
軽
々
と
片
手

で
持
っ
て
歩
い
て
い
る
の
で
す
。

是
非
便
利
な
道
具
と
し
て
生
活
に
活
か

し
た
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
に
対
し
こ
の
よ
う
な
勉
強
の
機

会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
是
非
こ
の
勉
強
の
機
会

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
う

と
こ
ろ
で
す
。

教
室
は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
み
も
あ
り
ま
し

た
が
原
則
毎
月
第
2
、
第
4
土
曜
日
の
午

後
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
3
階
大
会
議
室
で

開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ひ
と
つ
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

西
原
若
草
会
Ｂ
会
長　

平
島　

誠
一

私
が
須
恵
町
第
一
小
学
校
に
入
学
し
た

時
は
、
ま
だ
、
小
学
校
と
中
学
校
は
そ
れ

ぞ
れ
一
校
の
時
代
で
し
た
。
記
憶
が
あ
い

ま
い
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
小
一
の
二

学
期
か
三
学
期
に
は
、
甲
植
木
に
木
造
の

2
階
建
校
舎
が
新
築
さ
れ
て
、
今
の
健
康

広
場
の
先
に
あ
っ
た
校
舎
か
ら
第
二
小
学

校
に
移
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
戦
後
10
年
位
で
子
ど
も
の
数
が

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
多
い
時
代
で
一
学
年
一
ク

ラ
ス
50
人
以
上
で
、
ク
ラ
ス
が
12
組
あ
っ

た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

（
次
頁
に
続
く
）

私
の
小
学
校
の
記
憶

教室のコロナ感染症予防対策も万全です

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば
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中
学
生
に
な
っ
て
も
同
じ
状
態
で
し
た
。

私
の
甥
っ
子
に
今
年
小
二
に
な
る
男
の

子
が
い
ま
す
が
、
そ
の
子
の
ク
ラ
ス
は
20

人
か
ら
30
人
で
4
ク
ラ
ス
だ
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
学
校
は
糸
島
市
で
す
。

懐
か
し
く
な
っ
て
第
二
小
学
校
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
33
年
振
り
位
で
す
。
当
時

の
通
学
路
を
思
い
出
し
な
が
ら
旅
石
本
村

を
抜
け
て
踏
切
り
渡
っ
て
高
架
道
の
下
を

通
っ
て
学
校
到
着
。
学
校
下
の
お
宮
さ
ん

は
全
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
学
校
は
授

業
中
で
静
か
な
も
の
で
す
。
建
物
の
配
置

と
形
は
昔
と
ほ
ぼ
一
緒
で
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
変
わ
っ
た
だ
け
の
よ
う
で
し
た
。

た
だ
元
の
ま
ま
の
場
所
が
今
で
も
あ
り

ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
土
手
を
上

が
っ
て
行
く
階
段
と
階
段
下
の
両
脇
に
立

つ
2
本
の
木
、
高
さ
が
違
い
す
ぎ
る
意
味

が
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
そ
の
木
は
65
年
前

に
も
立
っ
て
い
た
よ
う
気
が
し
ま
す
。
33

年
振
り
位
に
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

立
っ
た
の
は
、
消
防
団
員
と
し
て
躁
法
大

会
の
合
同
練
習
の
時
以
来
で
し
た
。

今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
の
階
段
に

座
っ
て
ク
ラ
ス
写
真
を
撮
っ
た
時
の
事
を

今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
担
任
の

先
生
は
占
部
先
生
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
は
占
部
先
生
と
吉
田
先
生
の
名
前
を
覚

え
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

で
す
ね
。
二
人
は
こ
の
あ
と
結
婚
さ
れ
ま

し
た
。
二
人
と
も
私
の
担
任
の
先
生
だ
っ

た
ん
で
す
。
他
の
先
生
を
覚
え
て
い
な
い

の
は
、
担
任
は
こ
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。。

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　

中
野　

恵
美
子

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
四
月
の
日
曜
日
、

若
杉
ク
ラ
ブ
の
催
し
で
歩
こ
う
会
の
メ
ン

バ
ー
と
守
母
神
社
に
で
か
け
ま
し
た
。

新
緑
の
中
、
清
々
し
い
風
に
頬
を
な
で

ら
れ
、
春
の
こ
こ
ち
よ
い
木
洩
れ
日
が
さ

し
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
聞
こ
え
る

昔
と
変
わ
ら
な
い
落
ち
着
い
た
場
所
で
、

皆
さ
ん
と
お
弁
当
を
囲
み
思
い
出
話
し
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

昔
、
守
母
神
社
の
小
川
で
沢
ガ
ニ
な
ど

を
取
っ
て
遊
び
、
バ
ケ
ツ
一
杯
の
沢
ガ
ニ

を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
水
洗
い
し
て
サ
ラ

ダ
油
で
素
揚
げ
し
て
ア
ジ
シ
オ
を
ふ
り
か

け
、
主
人
の
友
達
と
一
緒
に
バ
リ
バ
リ
と

噛
み
砕
き
、
焼
酎
や
酒
の
つ
ま
み
に
し
て

遅
く
ま
で
騒
い
だ
日
が
、
走
馬
灯
の
様
に

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
懐
か

し
く
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歩
こ
う
会
解
散
後
は
駕
与
丁
池
に
寄

り
、
気
持
ち
良
さ
げ
に
泳
い
で
い
る
鯉
や

満
開
の
八
重
桜
、
コ
ブ
シ
の
花
を
見
て
心

が
洗
わ
れ
ま
し
た
。
道
脇
に
咲
く
可
愛
ら

し
い
花
を
眺
め
な
が
ら
、遊
歩
道
を
歩
き
、

行
き
交
う
人
た
ち
に
挨
拶
を
し
た
り
、
ベ

ン
チ
で
休
ん
だ
り
し
て
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

春
の
風
が
こ
こ
ち
良
い
今
、
皆
さ
ん
も

お
友
達
と
一
緒
に
外
に
出
て
み
ま
せ
ん

か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
に
ジ
ー
と
し
て
テ

レ
ビ
を
み
て
過
ご
さ
な
い
で
、
密
に
な
ら

な
い
様
に
少
人
数
で
出
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

須
恵
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
名
所
、
名

跡
が
あ
り
ま
す
。
お
に
ぎ
り
、
梅
干
し
、

タ
ク
ア
ン
、
水
筒
を
持
っ
て
出
か
け
て
み

ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
、

花
菖
蒲
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
が
眼
を
楽
し
ま

せ
く
れ
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
は
、
室
内
に
い
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
に
出
か

け
て
日
差
し
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
と
楽
し

い
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
よ
！

楽
し
い
お
出
か
け
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上
須
恵
若
水
会　

田
原　

五
十
一

～
温
か
い
情
け
に
触
れ
た
結
婚
指
輪
～

結
婚
し
て
も
う
す
ぐ
55
年
に
な
る
時
期

が
き
ま
し
た
。
一
緒
に
な
っ
て
色
々
な
事

が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
頃
は
お
金
が
あ
れ

ば
居
酒
屋
や
ス
ナ
ッ
ク
、
カ
ラ
オ
ケ
と

家
の
事
に
は
見
向
き
も
せ
ず
遊
び
回
る

日
々
、
も
ち
ろ
ん
家
の
中
は
火
の
車
で
苦

し
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
商
い
に
も
手
を

出
し
て
大
き
な
借
金
を
抱
え
返
済
の
苦
し

み
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
妻
は
黙
っ
て
苦
労
に
耐
え
今

日
ま
で
付
い
て
き
ま
し
た
。
も
う
80
歳
も

目
前
に
な
り
、
一
緒
に
な
っ
た
時
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
指
輪
を
や
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

私
は
す
ぐ
に
宝
石
店
に
行
き
、
入
口
の

ド
ア
を
開
け
て
中
に
入
り
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス

の
前
に
立
つ
と
、
奥
の
方
か
ら
お
店
の
人

が
目
の
前
に
き
ま
し
た
。「
結
婚
指
輪
下

さ
い
！
」
と
言
う
と
店
の
方
は
「
ハ
ア
！
」

と
し
た
顔
で
私
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

私
は
理
由
を
言
っ
て
持
参
し
た
少
額
で

は
あ
る
が
金
額
を
伝
え
、「
こ
の
金
額
で

買
え
る
指
輪
が
あ
れ
ば
下
さ
い
」
と
言
う

と
、
店
の
方
は
少
し
奥
ま
っ
た
シ
ョ
ウ

ケ
ー
ス
の
中
か
ら
1
個
の
指
輪
を
目
の
前

に
差
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
指
輪
に
は

目
は
行
か
ず
ぶ
ら
下
っ
て
い
る
値
札
の
方

に
注
目
し
ま
し
た
。す
る
と
、先
ほ
ど
言
っ

た
金
額
と
違
う
値
札
が
付
い
て
い
ま
し
た
。

私
は
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、

に
っ
こ
り
と
し
た
笑
顔
で
「
こ
の
差
額
は

当
店
よ
り
お
二
人
へ
の
お
祝
い
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
人
の
温
か
い
情
け
に
触
れ
厚
く

お
礼
を
述
べ
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

「
コ
レ
、
ア
ン
タ
ニ
、
ヤ
ル
ト
バ
、
ワ

ス
レ
ト
ッ
タ
」
と
言
っ
て
妻
に
差
し
出
す

と
、
黙
っ
て
受
け
取
り
、
箱
の
蓋
を
開
け

て
中
の
指
輪
を
し
ば
ら
く
の
間
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。
そ
の
瞳
か
ら
一
粒
の
涙
が
頬

に
伝
わ
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

百
の
言
葉
よ
り
無
言
の
一
粒
の
重
さ
を

私
は
し
っ
か
り
と
心
の
中
に
受
け
止
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

あ
り
が
と
う
。

旅
石
豊
寿
会
幹
事　

藤　

英
寿

5
月
13
日
（
木
）
旅
石
公
民
館
で
旅
石

豊
会
が
主
管
し
て
旅
石
区
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
「
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
」
を

行
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
始
め
る
前
に
参
加
者

は
「
握
力
」
と
「
開
眼
片
足
立
ち
」
を
測

定
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
測
定
記
録
表

を
配
布
し
、
測
定
は
豊
寿
会
幹
事
と
旅
石

区
役
員
が
担
当
、
数
値
は
参
加
者
が
自
分

で
記
入
し
ま
し
た
。

測
定
は
単
位
ク
ラ
ブ
に
配
布
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
向
け
体
力
測
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
参
考
に
、「
握
力
」「
開
眼
片
足
立
ち
」

の
正
し
い
測
定
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
握

力
、
開
眼
片
足
立
ち
の
「
高
齢
者
年
齢
別

階
級
別
基
準
値
」
資
料
に
基
づ
い
て
説
明

し
、
自
分
の
体
力
を
確
認
し
て
貰
い
ま
し

た
が
、
幸
い
に
し
て
参
加
者
全
員
の
方
々

は
、
平
均
値
以
上
の
数
値
で
日
頃
の
健
康

づ
く
り
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
る
ご
と
に
体
力

測
定
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
目
の
結
婚
指
輪

体
力
測
定
に
挑
戦
！
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医
療
法
人
み
な
み　

粕
屋
南
病
院

診
療
部
長　

権
藤　

健
樹

「
ち
ょ
う
ど
い
い
運
動
」

生
き
生
き
と
し
た
健
康
な
生
活
を
支
え

る
習
慣
の
一
つ
に
運
動
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
る
運
動
の
効
果
と
し
て
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
が
改
善
し
、
動
脈
硬

化
性
疾
患
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
低
下
す
る

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に

も
・
肺
機
能
が
向
上
し
感
染
症
に
か
か
る

リ
ス
ク
が
低
下
す
る
・
脳
血
流
が
増
加
し

認
知
症
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
・

睡
眠
障
害
が
改
善
す
る
・
う
つ
病
、
不
安

症
状
の
予
防
、
改
善
が
図
れ
る
・
筋
力
、

バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
に
よ
り
転
倒
リ
ス
ク

の
低
下
や
フ
レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の

予
防
、
改
善
が
図
れ
る
・
自
律
神
経
機
能

が
向
上
し
便
秘
が
改
善
す
る
・
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
に
な
る
・
乳
が
ん
や
大
腸
が

ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
、
な
ど
そ

の
効
果
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

幸
い
こ
れ
ら
の
効
果
の
ほ
と
ん
ど
は
、

さ
ほ
ど
強
度
を
必
要
と
し
な
い
軽
い
運
動
、

具
体
的
に
は
「
楽
～
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
程
度
で
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

軽
く
汗
ば
む
く
ら
い
で
息
切
れ
を
感
じ

な
い
程
度
と
い
え
ば
さ
ら
に
わ
か
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。
体
力
の
低
さ
か
ら
思
う
よ

う
な
運
動
量
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
も
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

な
り
の
「
ち
ょ
う
ど
い
い
運
動
」
で
心
地

よ
い
疲
労
感
が
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
十
分
意
味
の
あ
る
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

一
般
的
に
無
理
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る

心
臓
に
持
病
を
有
す
る
方
に
も
「
ち
ょ
う

ど
い
い
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
運

動
が
心
臓
病
に
対
す
る
治
療
そ
の
も
の
に

な
る
と
さ
れ
、
優
れ
た
医
療
ツ
ー
ル
と
し

て
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
が
厳
禁
で
あ
る
心
臓

病
の
方
で
は
、
心
肺
運
動
負
荷
検
査
と
い

う
運
動
中
の
呼
気
ガ
ス
を
分
析
す
る
装
置

を
用
い
る
こ
と
で
、
有
効
か
つ
安
全
な
運

動
量
を
正
確
に
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
高
齢
心
不
全
患
者
が
多
数
入
院
し
て

い
る
当
院
に
お
い
て
も
「
ち
ょ
う
ど
い
い

運
動
」
を
重
要
な
治
療
の
柱
と
認
識
し
、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
高
齢
の
方
が
運
動
習
慣
を
取
り
入

れ
る
に
あ
た
り
、
気
持
ち
よ
く
継
続
す
る

た
め
に
も
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と
い
う

意
味
で
も
「
ち
ょ
う
ど
い
い
運
動
」
が
大

切
で
す
。
本
稿
が
運
動
習
慣
の
な
い
人
の

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

医
療
施
設
等
紹
介

入り口から見た粕屋南病院の外観

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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〇
「
九
十
路
に
生
き
る
」
投
稿
者
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
部
会
で
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に

対
応
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
対
象
者
宅

を
訪
問
し
て
の
「
対
面
取
材
方
式
」
を
「
投

稿
方
式
」
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　

投
稿
さ
れ
る
場
合
は
、
箇
条
書
き
で
も

結
構
で
す
の
で
次
の
【

】の
項
目
を
記
述

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

【
・
ご
出
身
地
、
年
齢
・
ご
結
婚
時
の
馴
れ

初
め
や
、
当
時
の
思
い
出
な
ど
（
世
相
、

生
活
等
）・
現
在
の
家
族
の
状
況
（
お
子
さ

ん
、
孫
、
ひ
孫
、
同
居
家
族
等
）・
現
在

の
日
常
生
活
の
様
子
（
起
就
寝
時
間
、
楽

し
み
、
生
き
が
い
等
）・
趣
味
や
好
き
な

食
べ
物
・
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
・

こ
れ
か
ら
の
目
標
等
】

　

な
お
、
投
稿
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所

属
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
原
稿
用
紙
な
ど
を
、
会
長
を
通
し

て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
し

た
老
倶
た
よ
り
を
10
部
ほ
ど
提
供
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

甲
植
木　

有　

江　

光　

典　

様　

75
歳

令
和
4
年
4
月
17
日

一
番
田　

前　

田　

麗　

子　

様　

90
歳

令
和
4
年
4
月
17
日

須　

恵　

吉　

永　

サ
カ
エ　

様　

92
歳

令
和
4
年
5
月
5
日

城　

山　

前　

田　

節　

子　

様　

86
歳

令
和
4
年
5
月
5
日

乙
植
木　

合　

屋　

シ
ゲ
子　

様　

86
歳

令
和
4
年
5
月
6
日

甲
植
木　

御
手
洗　
　
　

操　

様　

95
歳

令
和
4
年
5
月
10
日

須　

恵　

吉　

松　

マ
サ
ヨ　

様　

100
歳

令
和
4
年
5
月
15
日

大
島
原　

吉　

松　

玲　

子　

様　

94
歳

令
和
4
年
5
月
16
日

城　

山　

長　

野　
　
　

進　

様　

87
歳

令
和
4
年
5
月
18
日

城　

山　

深　

水　
　
　

節　

様　

96
歳

令
和
4
年
5
月
28
日

昭　

穂　

奥　

野　

チ
ズ
子　

様　

84
歳

令
和
4
年
5
月
29
日

こ
の
6
月
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
や
や
沈
静
化
へ
向
か
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

国
や
福
岡
県
で
も
、
日
常
生
活
の
制
限

が
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
て
、
社
会
経
済
活

動
の
活
性
化
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
若
杉
ク
ラ
ブ
（
以
下

本
会
）
事
業
は
、
4
月
6
日
（
水
）
令
和

3
年
度
総
会
の
後
に
、
春
期
歩
こ
う
会
、

第
1
回
高
齢
者
学
級
、
郡
シ
連
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
予
選
会
と
順
調
に
開
催
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
本
会
令
和
3
年
度
総

会
、
春
期
歩
こ
う
会
、
第
1
回
高
齢
者
学

級
の
延
べ
参
加
人
員
は
６
６
７
人
、
全
会

員
の
約
22
％
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
活
動
制
限
・
運
動
不
足
の
長
期
化

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
気
持
ち
表
れ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

6
月
は
、
一
斉
奉
仕
作
業
、
女
性
部
町

議
会
傍
聴
、
単
位
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
研
修

会
、
郡
シ
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

女
性
部
交
流
研
修
会
と
様
々
な
行
事
が
開

催
さ
れ
本
会
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
す
。

7
月
13
日
（
水
）
に
は
、
演
題
を
「
認

知
症
に
役
立
つ
生
活
の
知
恵
」
と
す
る
第

2
回
高
齢
者
学
級
を
開
催
し
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
本
会
未

加
入
の
町
内
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
広
く

案
内
し
て
、
生
活
習
慣
病
や
認
知
症
予
防

に
役
立
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
感
染
予
防
と
健
康
維
持
を
両

立
し
「
体
力
・
気
力
の
低
下
を
防
止
す
る

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
」
と
「
社
会
的

孤
立
の
防
止
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
孤
立
し
た
高
齢
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
本
会
の
存
在
意
義
を

高
め
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
広
め
る

と
と
も
に
、
仲
間
を
増
や
し
て
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
）

会
　
員
　
訃
　
報

編
　
集
　
後
　
記

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
八
十
号

発
行
日　

令
和
四
年
七
月
五
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

合
屋　

浩
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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第1回高齢者学級で講演を

いただいた平松町長

春期こう会目的地の 「昭和の

森公園」 に集う参加者

第1回高齢者学級会場でマスク

着用し間隔を保ち座る出席者

春期歩こう会で挨拶する合屋

浩寿会長、 左は今泉副会長

郡シ連グラウンドゴルフ大会

予選会で競技する選手

大祭が開催された守母神社

境内にあげられた鯉のぼり

旅
石
豊
寿
会

三
角　

峰
子
さ
ん　

90
歳

私
は
昭
和
六
年
八
月
三
日
に
、
粕
屋
町

甲
仲
原
で
農
家
の
五
人
姉
弟
の
次
女
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
誕
生
日
を
迎
え

る
と
九
十
一
歳
に
な
り
ま
す
。

二
十
一
歳
の
時
、
親
の
薦
め
で
母
の
実

家
で
あ
る
旅
石
に
嫁
い
で
七
十
年
が
過

ぎ
、
三
人
の
子
ど
も
と
七
人
の
孫
、
六
人

の
曾
孫
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
長

男
夫
婦
、
孫
二
人
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
八
日
に
大
東
亜
戦

争
が
始
ま
り
、
学
校
に
は
兵
隊
さ
ん
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
学
校
に
行
っ
て
も
ほ
と

ん
ど
勉
強
は
出
来
ず
開
拓
や
農
家
の
手
伝

い
を
行
い
、
雨
降
り
は
草
履
作
り
を
習
っ

て
い
ま
し
た
。
一
度
も
修
学
旅
行
に
行
け

な
か
っ
た
事
を
時
々
思
い
出
し
ま
す
。

四
十
歳
か
ら
、
志
免
町
の
新
日
本
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
働
き
は
じ
め
、
六
十
五
歳
ま

で
勤
め
ま
し
た
。
夫
が
六
十
七
歳
で
亡
く

な
っ
た
後
も
田
畑
で
自
分
が
出
来
る
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
朝
の
日
課
は
、
神
様

と
佛
様
の
お
世
話
を
し
て
、
近
く
の
お
観

音
様
に
お
参
り
を
し
て
い
ま
す
。
好
き
な

食
べ
物
は
甘
い
お
菓
子
で
す
。

月
曜
日
と
木
曜
日
の
週
二
日
は
、
旅
石

広
場
で
豊
寿
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好

会
の
仲
間
と
一
緒
に
大
好
き
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
や
地
域
の
皆
様
の

お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
元
気
で
楽
し

く
、
ゆ
っ
く
り
と
老
後
を
過
ご
せ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

【
旅
石
豊
寿
会　

江
見
由
美
子
副
会
長
か

　

ら
の
補
足
紹
介
】

三
角
峰
子
さ
ん
は
、
公
民
館
で
行
わ
れ

る
豊
寿
会
や
み
ち
く
さ
会
（
小
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
の
行
事
、
旅
石
区
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ほ
ぼ
毎
回
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
畑
の
野
菜
作
り
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
を
手
伝
わ

れ
、
ま
だ
ま
だ
現
役
！
と
い
っ
て
よ
い
程

の
日
常
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
寿

会
の
生
き
方
の
模
範
と
な
る
方
で
す
。

スナップでみる活動のあれこれ
（春期歩こう会、第1回高齢者学級、郡シ連グラウンドゴルフ予選会）


